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研究課題 '06-30
真閣の窒素代謝と NOストレス耐性機構の研究
祥雲弘文(東京大学農学生命科学研究科) 

山 口 正 視(千葉大学真菌医学研究センター，機能形態分野)

川 本 進(千葉大学真菌限学研究センター，機能形態分野)

研究成果 の菌の生育を調べ，脱窓が細菌やカピと同様に菌の生育
真蘭症病原菌として重要な Candidaalbicansが班硝酸か に貢献することが明らかとなった.しかし既知の脱窓酵
ら班酸化議素 (N20)までの脱窓を行う活性を示すこと 素遺伝子ホモ口グが見当たらないので，全く新しい構成
が，当研究室で見出されている.しかしカピ脱窓系に比 成分による脱諜系の存在が期待される.それら脱墾に関
べF酵母脱窓系の解明は進んでいない.ゲノム解析のな わる遺伝子を取得するため 現在， Subtractive suppressionp
されたC.albicans ]CM 1542の脱盤系についてその解明 hybridization (SSH)法と苦う方法で、検討を行っている.
を行っている.C. albicansゲノムには Aspergillωoryzaeゃ 脱窓や硝酸呼吸の生理的意義は嫌気条件下でのエネル
んsariumなどに見出されている亜硝酸還元酵素 (NirK) ギー獲得にあるが，近年，ある種の病原性細菌(淋病菌?
やP450norの遺伝子が存在しない.またー酸化窒素還冗 緑膿蘭など)ではこれに加えて病原性との関連が示唆さ
酵素 (Nor)活性は電子供与体の特異性が P450norと異 れている.C. albicans脱窓系のミトコンドリアへの局在
なっている.従って C.albicansの脱議系は新たな構成成 や，病原性との関連を調べる予定である， 
分と生理的意義が期待される.本年度はまず脱議条件で
研究課題 '06-31
Candida albicansバイオフィルム特異遺伝子破壊株の微細構造
杉田 隆(明治薬科大学微生物学教室)
山 口 正 視(千葉大学真菌医学研究センター，機能形態分野)
川 本 進(千葉大学真菌医学研究センター F機能形態分野)
研究成果 したころ，破壊株の BF形成能は PKに比べて有意に低
バイオフィルムは菌体と菌体外分泌多糖から構成され 下した.野生株と遺伝子破壊株のバイオブイルム形成過
る膜であり，薬剤耐性化をもたらす.Candida albicansの 程を電子顕微鏡を用いて比較観察したが，その微細構造
バイオフィルム (BF)特異遺伝子を見出すために， BF に大きな変化は認められなかった.このことから，当該
とplanktonic(PK)状態での遺伝子発現を， DNAマイ 遺伝子は接着に関与すると推定された.
クロアレイを用いて解析した.抽出された遺伝子を破壊
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